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はじめに

ヒマラヤ造山帯を北から南に横断する第2回学生のヒマラヤ野外実習ツアーは、3月20日、無事終了した。参加者はわずか3名で、大きな赤字になることは明らかであったが、1回きりで止めるわけにはいかないと考えた。幸い大変に格安な航空券を購入できたため、赤字は最小限で済んだ。

そして関係者の適切な努力のため、実習ツアーは当初の目標通り、成功裏に終わり、全員無事に帰国することができた。

今回のツアーでは、参加者の地学理解レベルが大きく異なっていたが、少人数のために参加者間の意思疎通が十分に行われ、上の学生が下に教え、下の学生は上に質問し、上・下ともに理解程度が深まるという相乗効果があったと思われる。

この「学生のヒマラヤ野外実習プログラム」及びその実習ツアーについては、すでに昨年、かなり詳細にわたる報告書を発行したので、この第2回ツアーについては、新しい経験や、本ツアーの将来に、或いはご関心の各位に役立つと思われるところに重点をおいて記録することにした。
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  1.　第2回学生のヒマラヤ野外実習ツアー実施要綱

  2.　 第2回学生のヒマラヤ野外実習ツアー参加者募集ビラ

  3.　実習ツアー参加者への連絡記録（抄）

  4.　地学教室等宛情報送付と情宣お願い等の記録（抄）

  5.　日本の旅行社との交渉記録（抄）

  6.　ネパール旅行社4社の見積りと交渉記録（抄）
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